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器具・容器包装におけるリサイクル材料の取扱いの経緯
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平成24年４月 「食品用器具及び容器包装における再生プラスチック材料の使用に関する指
針（ガイドライン）について」（平成24年４月27日食安発0427第２号厚生
労働省医薬食品局食品安全部長通知）

令和５年11月 ポジティブリスト再整理
→ポリエチレンテレフタレート（PET）、ポリスチレン（PS）に限定して
物理的再生処理をポジティブリスト化

令和６年３月 「「食品用器具及び容器包装の製造に用いる合成樹脂の原材料としての リ
サイクル材料の使用に関する指針」について」（令和６年３月28日付け健
生食基発0328第７号・健生食監発0328第７号厚生労働省健康・生活衛生局
食品基準審査課長、食品監視安全課長連名通知）

令和４年11月
～令和５年２月

リサイクル材料に関する検討会の実施

個別の安全性について厚生労働
省に照会する記載を削除



再生材の利用を促す法律（改正資源法、GX促進法）が成立

32025年６月４日公布 2026年４月１日施行



新たなリサイクル材料の使用についての要望
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材質：ポリエチレン、ポリプロピレン

用途：キャップtoキャップ、トレーtoトレー

モノマー等通知やリサイクル指針の見直しについて検討したい



論点（モノマー等通知関係）
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 ポリエチレンやポリプロピレンのリサイクル材料の使用を可能とするため、現行のモノマー通
知の別紙13アルケン類を主なモノマーとする重合体において、任意の化学処理として物理的再
生処理を加えることとしたい。

 その際、対象物質としては、リサイクルとしての使用予定が具体的にある、ポリエチレン又は
ポリプロピレンを50%以上含有するものに限定したい。

任意の化学処理 重合体への処理に限る。

物理的再生処理
エチレングリコール及びテレフタル酸の合計が重合体の構成成分に対して50mol％以上
の重合体への処理に限る。

任意の化学処理 重合体への処理に限る。

物理的再生処理 重合体の構成成分に対して、スチレンが50％以上の重合体への処理に限る。

別紙12 エステル結合を主とする重合体

別紙15 芳香族炭化水素を主なモノマーとする重合体

（参考：現行のモノマー通知におけるリサイクル材料の記載）

（モノマー等通知に新規追加するイメージ）

任意の化学処理 重合体への処理に限る。

物理的再生処理
重合体の構成成分に対して、エチレンが50％以上の重合体又はプロピレンが50％以上の
重合体への処理に限る。

別紙13 アルケン類を主なモノマーとする重合体



論点（リサイクル指針関係）
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 ポリエチレン、ポリプロピレンについても、基本的に、現行のリサイクル指針を遵守
することで、リサイクル材料の使用に関するリスク管理として適切と考えられる。

 ただし、現行のリサイクル指針は、PET・PSを前提として作成されているため、次の
ような点について一部記載を修正する必要がある。

 ペットボトルキャップにおいては一般的に着色されたものが用いられているが、
現行の指針では、回収材料として着色された製品は不適切であるとされている。

 食品用トレーのリサイクルにおいては、家庭での洗浄が十分に行われているなど、
回収材料の汚染の程度が十分に低いレベルで管理されている場合は、広範の汚染物
質を対象とした除去工程は必要ないことがある。

 ポリエチレン、ポリプロピレンは広範な製品に使用されているため、回収材料の範
囲を適切に設定する必要がある。

（今後の進め方）
 10月以降、パブリックコメントを実施
 パブリックコメントの結果を踏まえ、年内を目途に通知を改正する



リサイクル指針改正のイメージ
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改 正 案 現 行

２）『リサイクル材料』の製造に使用される処理工程と『汚染物質』の除
去能
器具又は容器包装の製造に用いる原材料には、有害若しくは有毒な物質が
含まれていてはならない。しかしながら、『リサイクル材料』に混入する
『汚染物質』は、『回収材料』の品質や保管状態等により様々であるため
特定が困難である。そのため、『回収材料』の処理工程は、広範の『汚染
物質』に対して、十分な除去能を有するものでなければならない。ただし、
『回収材料』の汚染の程度が十分に低いレベルで管理されている場合は、
想定される『汚染物質』のみを対象とした処理工程とすることができる。

２）『物理的再生処理された重合体』の製造に使用される処理工程と『汚
染物質』の除去能
器具又は容器包装の製造に用いる原材料には、有害若しくは有毒な物質が
含まれていてはならない。しかしながら、『物理的再生処理された重合
体』に混入する『汚染物質』は、『回収材料』の品質や保管状態等により
様々であるため特定が困難である。そのため、『回収材料』の処理工程は、
広範の『汚染物質』に対して、十分な除去能を有するものでなければなら
ない。

• 『回収材料』の品質（例：ランク、回収範囲、回収方法等*）
*製造する『リサイクル材料』の品質の確保の観点から、『回収材料』の
範囲（材質の組成、用途等）を設定すること（例えば、清涼飲料水の
ペットボトルのみを『回収材料』とする等）。

• 『回収材料』の品質（例：ランク、回収範囲、回収方法など）

 『回収材料』から不適切な製品や異物が十分に取り除かれていること。
• 不適切な製品（食品残渣のある製品、汚れのひどい製品等）や異物（回
収対象の範囲外の製品、ガラス、金属、アルミニウム、紙ラベル、梱包
材等の混入物）の除去方法（例：手順、異物等の混入率）

• 不適切な製品や異物の除去作業に対する管理（例：基準と実施状況）

 このほか、着色された製品を『回収材料』とする場合は、選別工程とし
て目視以外の方法を採用する、再生工程において着色料を分離するなど、
適切な工程とすること。

 『回収材料』から不適切な製品や異物が十分に取り除かれていること。
• 不適切な製品（着色された製品、食品残渣のある製品、汚れのひどい製
品等）や異物（回収対象の範囲外の製品、ガラス、金属、アルミニウム、
紙ラベル、梱包材等の混入物）の除去方法（例：手順、異物等の混入
率）

• 不適切な製品や異物の除去作業に対する管理（例：基準と実施状況）
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